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研究成果の概要（和文）：  

本研究の目的は虐待を受けた子どもたちの心理的特徴を明らかにすることと、児童福祉施設

における心理教育プログラム作成の試みを行うことであった。その結果、質問紙やロールシャ

ッハ法から、子どもの問題行動、QOL、対人交渉方略の特徴が明らかになった。さらに、児童

福祉施設職員からみた子どもの問題の認知と対応の特徴も明らかとなった。施設における心理

教育プログラムの試行を実施し、その有効性についても検討を行った。 

 
研究成果の概要（英文）： 

 The purposes of these studies were to elucidate psychological characteristics of abused 

children and to make a psycho-educational program in childrens’ welfare institutions. 

The results of that the characteristics of abused children such as problem behaviors, QOL 

and interpersonal negotiation strategies were revealed by Rorschach methods and 

questionnaires. Further results of that the recognition of difficulties for children’s problem 

behaviors by care-workers and their responses in child welfare institutions were revealed. 

We also tried to conduct psycho-educational programs in childrens’ welfare institutions and 

to discuss about their efficacies. 
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１．研究開始当初の背景 

 子どもの虐待をめぐる問題が大きな論議
を呼んでいるなか、わが国においては 2000

年に児童虐待防止等に関する法律が施行さ
れ、その後も改正が行われており、虐待の発
見から保護にいたるシステムは、制度的にか
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なり改革が進められている。しかし、児童福
祉施設等に保護された後の子どもたちへの
心理的な援助については、まだまだ十分な対
応がされているとは言い難い。これまで、子
どもたちの示す問題とその対応の実際につ
いて取り上げた研究の知見は少なく、現場の
職員は、試行錯誤のなかで対応に苦慮してい
るのが実情であった。そこで、子どもたちの
示す問題を再確認した上で、実際に子どもた
ちのケアにあたる児童福祉施設における対
応を取り上げることには大きな意味がある
と考える。このような背景から、主に児童福
祉施設における被虐待児の心理的援助につ
いて、有効な方策を検討したいと考えたのが
本研究の出発点である。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は大きく次の二点に絞られ
る。まず、虐待を受けた子どもたちの心理的
な特徴を明らかにすることが第一の目的で
ある。そこで得られた知見を元に、施設内で
実施できる心理教育プログラム作成の試み
を行うことが第二の目的である。 
 
３．研究の方法 
（１）子どもの心理的特徴について 
児童福祉施設入所児童を対象に、ロールシ

ャッハ法と質問紙法を用いた調査および子
どもの QOL 質問紙・対人交渉方略質問紙を用
いた調査を行った。 
（２）施設職員からみた子どもについて 
施設職員を対象に、子どもの問題行動に関

する施設職員の認知とその対応を測る質問
紙調査および職員への半構造化面接を行っ
た。 
（３）グループアプローチの試み 
発達障害児の保護者グループを参考に、児

童養護施設において、表現療法を用いたグル
ープアプローチの試みを行った。 
 
４．研究成果 
（１）子どもの心理的特徴について 
①ロールシャッハ法と子どもの問題行動の
関連について 
研究１では、一般群の子どもたちのロール

シャッハ反応との比較から、施設の子どもた
ちの特徴として色彩刺激への反応性の高さ
が認められた。またトラウマテック･コンテ
ントといわれるものの中でも、特に An（解剖
反応）と MOR（損傷内容）が被虐待児に出現
率の高い特徴的なコンテントとして示され
た。 
研究２では、施設職員から見た子どもの問

題のチェックリストの結果と、ロールシャッ
ハ反応との関連についての検討を行った。被
虐待児の問題行動との関連をみたところ、An
と MOR は CBCL での問題行動との関連が明ら

かとなった。外向的問題は An との関連のみ
が認められ、内向的問題は Rの少なさ、FMな
どの活動性の乏しさとの関連、および材質反
応とも関連していることが示された。 
②施設入所児の QOL 
社会的養護の環境にある子どもたちのケ

アを検討するために、施設入所児の QOL の特
徴を明らかにした。QOL では、情緒的ウェル
ビーイング、自尊感情、友だち領域、および
総得点において、すべての年齢層で一般児に
比べ施設の子どもの得点の低さが示された。
また、YSR の結果からは、施設の子どもたち
自身がひきこもり傾向や攻撃的な行動など
の問題を、ある程度自覚していることが明ら
かになった。 
③施設入所児のコーピングと適応 
児童福祉施設に入所している子どもたち

の対処行動パターンを調べるとともに、生活
上の適応との関係を明らかにすることを目
的とした調査を行った。その結果、施設入所
児のコーピングの特徴として、他者の援助を
求めることが難しいという側面が明らかと
なった。対人的にサポートを求める対処を身
につけていけるよう援助していくことが、子
ども自身のよりよい適応につながる可能性
が示唆された。 

④施設入所児の対人交渉方略の特徴 

 児童福祉施設に入所している子どもたち
が、対人葛藤場面において、どのような対人
交 渉 方 略 （ Interpersonal Negotiation 
Strategy：以下 INS）を用いる傾向があるの
かを明らかにした。施設群の子どもたちは、
「交渉」自体が少なく、能動的な方略がとら
れないことや、解決レパートリーが少ない可
能性が示された。 
 
（２）施設職員からみた子どもについて 
①子どもの問題行動に関する施設職員の認
知とその対応 
施設で子どものたちのケアにあたってい

る職員を対象に、①子どものどのような行動
が対応しにくいと感じられるのか、②職員は
どのように対応しているのかを調査した。そ
の結果、虐待的対人関係の再現や、力による
コントロールを含むものなど、職員が「対応
の難しさ」を感じる子どもの行動の構造が明
らかになった。子どもの行動の捉え方には、
職種による違いがあることも示唆された。さ
らに、職員の怒りや無力感といった情緒反応
は、子どもの挑発的態度によって引き出され
るという関連が実証的に明らかとなった。 
②若手職員のインタビューから 
 子どもたちのケアにあたっている施設職
員のうち、特に若手の職員を対象に、半構造
化面接を行い、子どもたちとの関わりについ
て具体的なエピソードを確認した。その結果、
虐待を受けた子どもたちは「力関係に敏感」



 

 

で、特に若手職員はそのターゲットになりや
すいことが示された。職員は、子どもからの
挑発などの対応に苦慮し、子どもからの感情
を揺さぶられる攻撃に曝されながらも、より
よい方策を求めて工夫していることも明ら
かになった。 

③職員の経験年数と子どもへの対応の変容 

 職員がどのような経験を通して子どもへ
の対応の仕方を獲得していくのかについて
分析することにより、職員のキャリア発達支
援に有用な方策を検討した。経験のある職員
は、その場でのセルフモニタリング、行動に
対する冷静または柔軟な対応、自分自身に生
じた感情の理解、などの面で若手職員との違
いが認められた。経験を重ねることで、たと
えネガティブな感情を引き起こされても、巻
き込まれすぎない工夫ができるようになっ
ていることが示された。 
 
（３）グループアプローチの試み 

①発達障害児の保護者グループから 

発達障害など、子どもがなんらかの育てに
くさを持っていると、子育てがうまくいかず、
極端な場合、虐待に陥ることもないわけでは
ない。そこで保護者を援助するひとつの方策
として、グループアプローチを行った。グル
ープで語られることが、保護者の感情や対応
にどのような影響があるのかについても検
討を行い、保護者のグループアプローチの有
効性を示しただけでなく、保護者への援助に
ついてさまざまな可能性を検討し、一定の方
向を示すことができた。 
②施設におけるグループアプローチの試み 
 子どもたちが感情のコントロールや対処
行動の改善を行うための前段階として、自ら
の感情表現や他者との気持ちの肯定的な交
流の体験を行うことをグループの目的とし
て、コラージュを用いたさまざまな取り組み
を行い、その有効性と課題について明らかに
した。 
 
（４）まとめと今後の展望 
 本研究の第一の目的としていた虐待を受
けた子どもたちの心理的な特徴を明らかに
することについては、子ども本人を対象とし
たロールシャッハ法や質問紙法による研究
から、いくつかの知見を得ることができた。
ただし、被虐待との関連や施設に入所してか
らの経験、愛着などの要因を含めた詳しい検
討は残されており、今後も引き続き、アセス
メントを有効活用しながら、子どもの特徴を
ふまえて、援助につなげていけるような研究
を行う予定である。 
 第二の目的としていた施設内で実施でき
る心理教育プログラム作成の試みについて
は、施設内でグループを行ったことで、さま

ざまな課題が見えてきている。しかし、グル
ープの実施は試行の段階であり、今後も施設
内で継続的に行っていくためには、さらなる
プログラム内容の検討が必要である。 
 今後の展望として、児童福祉施設における
子どものケアや、虐待を受けた子どもたちの
援助に貢献できるような研究の継続が必要
である。専門性の高い施設職員の育成も含め、
施設における子どもの包括的なケアプラン
を見据えた取り組みも行っていきたいと考
えている。 
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